
　学生の皆さんのキャンパスライフ充実のために、平成26年度中の
完成に向けて新棟を建設いたします。計画では、鉄骨造10階建ての
シンボリックな外観となり、講義室や学生ラウンジを始め、食堂や
コンビニエンスストアなどが入る予定です。学生ラウンジの前には、
緑豊かなテラス広場が設けられグラウンドへと繋がる造りとなる
よう計画いたしております。また、女子学生専用のラウンジやパウ
ダーコーナーを備えたトイレも計画されています。その他、自然環境
の利用と外部負荷削減による省エネやバリアフリーにも配慮し、

屋上に庭園を持つスカイテラスや棟の東側にソーラーチムニー（太陽光によって煙突状の筒の中に風を
起こす装置）を設置する予定です。更に、地域との連携や交流、防災拠点としても対応できるような施設
にし、地域に貢献できる「開かれた大学」を目指します。

新棟建設！（平成26年度完成予定）

(イメージ図)(イメージ図)
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ご
健
勝
に
て
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
本
年
が
皆
様
と
本
学
に
と
っ
て

良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
発
足
し
た
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
ス
タ
ッ

フ
の
丁
寧
な
個
人
指
導
に
よ
り
、
就

職
活
動
に
自
信
を
持
て
な
か
っ
た
学

生
達
に
見
違
え
る
程
自
信
を
つ
け
さ

せ
、
無
事
就
職
内
定
さ
せ
る
な
ど
の

成
果
を
挙
げ
て
お
り
、
11
月
末
現
在

の
就
職
内
定
率
は
、
昨
年
同
期
よ
り

約
17
％
向
上
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
連
携
推
進
室
の
努
力
に
よ
り
、

地
元
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

参
加
学
生
数
が
昨
年
の
２
倍
近
く
に

増
え
ま
し
た
。

　

学
生
達
も
、
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

チ
ー
ム
が
、
全
国
大
会
で
昨
年
よ
り

順
位
を
上
げ
、
九
州
地
区
一
位
を
奪

還
、
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科
の

学
生
チ
ー
ム
が
、
九
州
地
区
の
大
学

等
か
ら
55
チ
ー
ム
が
参
加
し
た
「
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
１
次
、
２
次
審

査
を
通
過
、
７
チ
ー
ム
に
よ
る
最
終

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
場
し
、

九
州
経
済
連
合
会
長
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
、
学
外
で
も
活
躍
の
場
を
広
げ

て
い
ま
す
。

　

前
に
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
新
教
育

棟
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
12
月
初
め

に
設
計
会
社
の
選
定
を
終
え
、
今
年

秋
着
工
、
来
年
末
頃
竣
工
、
平
成
27

年
度
新
学
期
か
ら
供
用
開
始
の
予
定

で
、
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。　

　

本
学
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き

教
育
力
・
学
生
支
援
充
実
に
努
め
て

参
る
所
存
で
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学長
尾﨑　龍夫

平成24年度 久留米工業大学保護者懇談会 終了報告平成24年度 久留米工業大学保護者懇談会 終了報告

福岡
大分
宮崎
沖縄
広島
松山
久留米
佐賀
長崎
熊本
鹿児島
山口

９月１日(土)

９月８日(土)

エルガーラホール
トキハ会館
ひまわり荘
ホテルサン沖縄
アークホテル広島
松山ワシントンホテルプラザ
久留米工業大学
ホテルニューオータニ佐賀
長崎バスターミナルホテル
熊本テルサ
パレスイン鹿児島
東京第一ホテル下関

45名
13名
21名
21名
４名   
３名

157名
59名
10名
11名
28名
３名

開催日 地区名 参加者数会　　場

375名合　計

　保護者懇談会を全国12会場で開催し、375名の保護者の方々にご参加いただ
きました。
　全体会では、大学と保護者との相互理解を一層深めることを目的に、大学を取
り巻く現況を報告しました。また、学科ごとに個人面談を行い、各教員が学生生
活全般、学業成績及び就職状況等について報告し、保護者との熱心なやり取り風
景が見られました。これからも懇談会を充実させ、保護者の皆さまとの連携を深
めて、大学生活をサポートしていきます。

平成24年度 久留米工業大学後援会秋季理事会 終了報告平成24年度 久留米工業大学後援会秋季理事会 終了報告

平成24年度 久留米工業大学公開講座 終了報告平成24年度 久留米工業大学公開講座 終了報告

５月25日（金）

６月 １日（金）

 ６月 ８日（金）

10月27日（土）

11月 ３ 日（土）

11月10日（土）

パソコン入門講座（夏季）

インターネット入門講座（夏季）

表計算入門講座（夏季）

パソコン入門講座（秋季）

インターネット入門講座（秋季）

表計算入門講座（秋季）

21名

29名

27名

28名

30名

26名

161名

開催日 参加者数講　座　名

合　計

７月28日（土）

７月28日（土）

７月29日（土）

７月29日（土）

10月27日（土）

11月 ３ 日（土）

11月10日（土）

こども科学教室 「折り紙建築」

こども科学教室 「ロボットと遊ぼう（１）」

こども科学教室 「いきもの発見！」

こども科学教室 「小学生からのプログラミング教室」

こども科学教室 「燃料電池と燃料自動車の組立て」

こども科学教室 「電動式紙飛行機を飛ばそう」

こども科学教室 「ロボットと遊ぼう（２）」

10組20名

14組28名

８組16名

14組28名

14組28名

14組28名

13組26名

87組174名

開催日 参加者数講　座　名

合　計

　平成24年度公開講座の全日程が11月10日をもって終了しまし
た。本年度は、パソコン関係の入門講座を夏季、秋季あわせて６講
座開催し161名の参加がありました。また、小学生が親子で参加で
きる「こども科学教室」を夏休みと
秋季に７講座開催し、親子87組
174名の参加がありました。多く
の皆さまにご参加いただき、ありが
とうございました。
　次年度も、より充実した公開講座
を開催していきたいと思いますの
で、どうぞご期待ください。

平成24年度 公開講座

平成24年度 こども科学教室

「
人
間
味
豊
か
な
産
業
人
の
育
成
」

知
を
磨
き
、情
を
育
み
、意
を
鍛
え
る

教
育
の
基
本
理
念

教
育
の
基
本
理
念

建
学
の
精
神

建
学
の
精
神

（１）平成24年度前期事業報告
（２）平成24年度前期会計報告
（３）学内施設の整備について
（４）後援会慶弔見舞金規程の
　　　　一部改正（案）について

議  題： 開催日：平成24年10月20日(土)
会　場：久留米工業大学本館会議室
出席者：
　会長以下16名出席(委任状18通)

後援会秋季理事会が、開催されましたのでご報告いたします。

以上の議題について審議があり、承認されました。

「
新
年
に
あ
た
っ
て
」

「
新
年
に
あ
た
っ
て
」
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就 職 指 導 に つ い て就 職 指 導 に つ い て

進
路
決
定
者
の
声

進
路
決
定
者
の
声

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

１０月

　

　

　

１１月

　

１２月

　

　

　

　

１月

２月

　

　

３月

　

３日(水)・１０日(水)

１７日(水)

２４日(水)

３１日（水）

７日(水)

１４日(水)・２８日(水)

１日（土）

８日（土）

１５日(土)

１２日（土）

１２日（火）～１３日（水）

下旬

上旬

中旬～下旬

全学科

全学科

全学科

全学科

全学科

全学科

全学科

交通機械

情報ネット

教育創造

建築・設備

機械システム

全学科

全学科

　

全学科

全学科

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

３年

１年～３年

第１回ＳＰＩ対策・第２回ＳＰＩ対策　　　

就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅱ　業界・企業研究　　

就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅲ　履歴書・ｴﾝﾄﾘｰｼｰﾄ仕上げ　　

就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅳ　　就活マナー 　

就職対策ｾﾐﾅｰ　Ⅴ　　面接　　

就職システム説明会

企業情報解禁

進路面談会（保護者・学生・教員）

進路面談会（保護者・学生・教員）

進路面談会（保護者・学生・教員）

進路面談会（保護者・学生・教員）

進路面談会（保護者・学生・教員）・ガイダンス

学内合同企業説明会

企業訪問

求人票発送

企業訪問

春季インターンシップ

機械システム工学科
五栄土木株式会社
西日本技術開発株式会社
ヤンマー農機販売株式会社九州カンパニー
松本重工業株式会社
山九プラントテクノ株式会社
協和工業株式会社
竹田設計工業株式会社
株式会社山口油屋福太郎

交通機械工学科
スズキ株式会社
株式会社日野ヒューテック
富士テクノサービス株式会社
全労済
タキゲン製造株式会社
株式会社あさひ
株式会社九州柴田フォージング
株式会社ホンダカーズ福岡
福岡ダイハツ販売株式会社
福岡トヨタ自動車株式会社

建築・設備工学科
新菱冷熱工業株式会社
株式会社西原衛生工業所
松尾建設株式会社
建装工業株式会社
オーク設備工業株式会社
大橋エアシステム株式会社

情報ネットワーク工学科
株式会社宇部情報システム
株式会社日本トータル・システム
有田電器情報システム株式会社
協立電子株式会社
株式会社ダイキエンジニアリング

環境共生工学科
喜楽鉱業株式会社
鎌長製衡株式会社
大栄産業株式会社
平田機工株式会社

教育創造工学科
久留米市立中学校 
佐賀市立中学校
うるま市立中学校
福岡県私学教育研究所学習支援センター
株式会社南日本銀行

開催時期 対象学科 対象学年 内　　容

平成24年度 進路指導スケジュール
主な就職先

　

平
成
25
年
度
の
学
生
就
職

活
動
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
企
業
の
採
用
活
動
は
12

月
１
日
か
ら
と
な
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
平
成
26

年
４
月
入
社
予
定
の
大
学
生

を
対
象
と
し
た
企
業
説
明

会
、
就
職
ナ
ビ
登
録
、
エ
ン

ト
リ
ー
等
の
情
報
公
開
が
開

始
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
格
的

な
採
用
試
験
は
従
来
ど
お
り

４
月
１
日
以
降
で
、
平
成
26

年
３
月
卒
業
生
も
「
短
期
決

戦
」
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
で

す
。

　

平
成
26
年
卒
業
採
用
の
展

望
と
し
て
、
全
国
の
企
業
採

用
担
当
者
約
１
０
０
０
名
か

ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
ま

す
と
採
用
予
定
数
に
つ
い
て

は
「
昨
年
度
並
」
と
回
答
し

た
企
業
が
62
・
９
％
と
過
半

数
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

「
増
や
す
」
が
16
・
１
％
で

「
減
ら
す
」
「
採
用
凍
結
」

約
３
・
６
％
を
大
き
く
上
回

り
、
昨
年
度
に
続
き
明
る
い

兆
し
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
「
企
業
が
求
め
る

も
の
」
そ
の
中
で
「
新
人
育

成
で
重
視
し
た
い
こ
と
」
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
主
体
的
な
自
己
変
革
へ
の

挑
戦
」
37
・
６
％
「
業
務
に

必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
」

36
・
３
％
「
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ

ー
」
31
・
７
％
「
仕
事
上
の

課
題
を
見
つ
け
る
力
」
26
・

１
％
、
以
下
「
競
争
意
識
・

成
果
へ
の
こ
だ
わ
り
」
「
ス

ト
レ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」

「
ロ
ジ
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
「
ア
イ
デ
ア
企
画

の
発
想
力
」
「
語
学
力
」
な

ど
と
続
い
て
い
ま
す
。
学
生

の
皆
さ
ん
は
「
な
ぜ
そ
の
よ

う
な
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

な
の
か
」
を
考
え
、
場
面
に

応
じ
て
適
切
な
行
動
を
と
っ

て
い
け
る
力
が
大
事
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

就
職
活
動
も
、
こ
れ
ま
で

の
学
生
生
活
で
は
経
験
し
た

こ
と
が
な
い
世
界
へ
と
飛
び

込
む
経
験
で
す
。

是
非
、
主
体
的
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
を
し
て
、
社
会
で
活
躍
す

る
素
地
を
作
っ
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
学
で
は
、
全
学
を
あ
げ
て
就

職
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

私
は
、
人
の
サ
ポ
ー
ト
の

で
き
る
よ
う
な
機
械
の
開
発

や
設
計
の
勉
強
を
す
る
た
め

に
、
大
学
へ
入
学
し
ま
し
た
。

　

大
学
入
学
後
は
専
門
科
目

を
中
心
に
勉
強
し
、
好
成
績

を
残
せ
る
よ
う
に
努
力
し
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
更
に

勉
強
し
て
い
き
た
い
と
思
う

有馬　忠寛
（出身校　出水高等学校）

九州工業大学大学院
機械システム工学科

里　優希
（出身校　三井高等学校）

インドコスモシステム
情報ネットワーク工学科

松村　英佑
（出身校　岩国工業高等学校）

交通機械工学科　３年

平
成
25
年
度
の

　
　
　
　
就
職
動
向

よ
う
に
な
り
、
大
学
院
へ
の

進
学
を
視
野
に
入
れ
、
企
業

研
究
と
同
時
に
他
大
学
の
大

学
院
に
関
し
て
の
研
究
も
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
や
入
試
説
明
会
を
通

し
て
学
び
た
い
分
野
を
決
め

た
後
、
試
験
勉
強
や
面
接
の

練
習
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

大
学
院
へ
の
進
学
を
希
望

す
る
の
な
ら
ば
、
普
段
か
ら

の
勉
強
も
重
要
で
す
が
、
大

学
院
に
何
を
す
る
た
め
に
行

く
の
か
を
し
っ
か
り
考
え
て

か
ら
決
断
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
大
学
3
年
の
時
か
ら

松
田
研
究
室
へ
通
う
よ
う
に

な
り
、
P
I
C
を
使
用
し
た

モ
ノ
づ
く
り
を
学
ん
で
い
ま

す
。
そ
こ
で
一
か
ら
モ
ノ
を

作
る
楽
し
さ
と
可
能
性
を
感

じ
ま
し
た
。
そ
の
影
響
で
研

究
開
発
に
携
わ
り
た
い
と
思

い
就
活
に
励
ん
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
最
前
線
に
立

つ
に
は
ま
だ
ま
だ
実
力
不
足

だ
と
痛
感
し
て
い
た
時
に
、

イ
ン
ド
コ
ス
モ
を
知
り
ま
し

た
。
最
初
の
2
年
間
は
イ
ン

ド
で
英
語
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

研
修
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ス
キ
ル
を
向
上
し
た
く
イ
ン

ド
行
き
を
決
意
し
ま
し
た
。

履
歴
書
は
英
文
な
の
で
、
意

志
を
ど
れ
だ
け
伝
え
ら
れ
る

か
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

3
年
生
で
夢
の
実
現
の
為
な

ら
場
所
は
問
わ
な
い
と
い
う

学
生
が
い
れ
ば
、
思
い
き
っ

て
海
外
に
行
く
の
も
一
つ
の

手
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
こ
の
夏
の
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
で
日
産
の
デ
ィ

ー
ラ
ー
に
就
職
体
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

主
な
業
務
体
験
と
し
て
、

自
動
車
の
整
備
・
点
検
な
ど

を
見
学
体
験
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
５
日
間
の
体
験

で
、
普
段
の
実
習
で
は
あ
ま

り
体
験
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
整
備
内
容
や
お
客
様
の
自

動
車
を
扱
う
上
で
の
注
意
点

な
ど
、
と
て
も
貴
重
な
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
夏
の
暑
い
日
差
し
の

中
、
熱
心
に
仕
事
を
こ
な
す

整
備
士
の
方
達
の
作
業
を
ま

じ
か
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

自
分
の
こ
れ
か
ら
す
る
就
職

活
動
を
改
め
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
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学 生 活 動 ニ ュ ー ス学 生 活 動 ニ ュ ー ス

　

昨
年
に
引
き

続
き
、情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
工
学

科
の
高
橋
研
究

室
の
5
名
の
学

生（
江
里
口
潤
信

君
：
三
井
高
校

出
身
、兼
島
公
平

君
：
沖
縄
工
業

出
身
、小
川
景
子
さ
ん
：
三
潴
高
校
出
身
、

大
石
一
輝
君
：
三
養
基
高
校
出
身
、三
浦

広
之
君
：
龍
谷
高
校
出
身
）が
第
12
回
大

学
発　

ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
に
挑
戦
し
、今
年
は
見
事「
九
州

経
済
連
合
会
長
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
！

　

エ
ン
ト
リ
ー
テ
ー
マ
は
、「
個
別
学
習
プ

ラ
ン
提
示
方
式
に
よ
る
語
彙
学
習
ア
プ
リ

の
開
発
・
販
売
事
業
」。こ
の
コ
ン
テ
ス
ト

は
、起
業
を
目
指
す
九
州
内
の
学
生
研
究

者
を
対
象
と
し
た
事
業
化
に
向
け
具
体
性

の
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
競
う

も
の
で
、日
常
生
活
の
周
り
に
あ
る
ア
イ
デ

ア
を
ヒ
ン
ト
に
し
た
課
題
解
決
事
業
や
大

学
で
研
究
さ
れ

て
い
る
技
術
シ

ー
ズ
を
活
用
し

た
事
業
な
ど
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
し
、そ
の

事
業
化
に
向
け

て
の
具
体
性
な

ど
が
評
価
さ
れ

ま
す
。

　

卓
球
部
の
内

田
・
隠
田
ペ
ア
が
、

二
年
連
続
全
国

大
会
出
場
権
を

獲
得
し
、
10
月

25
日
（
木
）
か
ら

28
日
（
日
）
横
浜

で
開
催
さ
れ
た
、

第
79
回
全
日
本
大
学
総
合
卓
球
選
手
権
大

会
に
出
場
し
ま
し
た
。

　

１
回
戦
に
強
敵
の
早
稲
田
大
学
と
対
戦

し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
が
、惜
し
く

も
３
ー
１
の
結
果
で
敗
北
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
内
田
君
と
隠
田
君
の
２
人
は
、試

合
終
了
後
に
は「
自
分
達
の
力
を
全
て
出

し
切
る
こ
と
が
出
来
た
。来
年
も
出
場
し
て

何
と
し
て
も
一
勝
出
来
る
よ
う
頑
張
る
！
」

と
い
う
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
２
人
の
意
気
込
み
が
後
輩
に
波
及

し
、一
致
団
結
し
て
勝
利
を
目
指
す
よ
う
今

後
の
卓
球
部
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
部
が
、
12
月
８
日（
土
）か

ら
９
日
（
日
）
開
催

さ
れ
た
、ク
リ
ス
マ

ス
フ
ッ
ト
サ
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１

２
唐
津
ラ
ウ
ン
ド
に

出
場
し
ま
し
た
。

　

Ａ
グ
ル
ー
プ
予
選

１
位
で
通
過
し
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
上
位
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り
ベ
ス
ト
４
に
残

り
、３
位
決
定
戦
で
勝
利
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
で
部
員
た
ち
は
、「
予
選
か

ら
前
回
優
勝
校
に
引
き
分
け
る
な
ど
気
持

ち
も
乗
っ
て
、自
分
達
の
プ
レ
ー
が
で
き
た
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
大
会
で
3
位
と
い
う
結
果
を

残
せ
た
と
い
う
こ
と
で
、次
も
頑
張
り
た
い

と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
部
は
、日
頃
の
練
習
も
真
面

目
に
取
組
ん
で
お
り
、今
大
会
の
結
果
は
そ

の
成
果
だ
と
思
い
ま
す
。今
後
の
フ
ッ
ト
サ

ル
部
の
更
な
る
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　

本
学
学
生
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
輪

導
」の
学
生
達
が
、今
年
７
月
記
録
的
な

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
北
部
九
州
豪
雨
被

災
地
に
出
向
き
、
が
れ
き
の
撤
去
作
業

等
を
行
い
ま
し
た
。

　

学
生
達
は
、「
被
災

地
に
入
っ
た
時
の
現
地

の
衝
撃
的
な
光
景
が

今
も
脳
裏
に
焼
き
付
い

て
い
る
。」と
当
時
の
状

況
を
熱
く
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、ま
だ
ま
だ
被
災

地
の
復
興
に
は
、時
間
が

か
か
る
と
の
事
で
、「
今

後
も
継
続
的
に
被
災
地

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
出
向
き
ま
す
。」と
力

強
く
宣
言
し
て
い
ま
す
。

平成24年度  学業優秀奨学生
●久留米工業大学学業優秀
　　　　　　　奨学金交付式
　平成24年度の学業優秀奨学生が
決定しました。本年度は、学長よ
り14名の奨学生に対して10万
円の奨学金が交付されました。

●課外活動奨励金
　【個人の部】　・内田 健太（開新高等学校） ・隠田 卓志（鎮西学院高等学校）
　【団体の部】　・卓球部

◆ 

卓
球
部
が
二
年
連
続

　
　
　
　
　
「
全
国
大
会
」に
出
場

◆ 

北
部
九
州
豪
雨
被
災
地
へ

　
　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
！

◆ 

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

「
九
州
経
済
連
合
会
長
賞
」受
賞
！

◆ 

フ
ッ
ト
サ
ル
部
が「
ク
リ
ス
マ
ス

　

 

フ
ッ
ト
サ
ル　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
２
唐
津
ラ
ウ
ン
ド
」で
三
位
入
賞

学年 学籍番号

新留　公樹

吉永　大輔

有馬　忠寛

戸次祐太郎

真栄田紀彦

迫　裕一郎

田上　茂樹

加世田高等学校

指宿高等学校

出水高等学校

鶴崎工業高等学校

名護高等学校

八女工業高等学校

高千穂高等学校

111130

101153

091102

112133

102130

092214

092121

２

３

４

２

３

４

４

氏　名 出身高校学　科

機械
システム
工学科

交通機械
工学科

学年 学籍番号

吉開　麻美

角之上寛行

近藤　雅暢

松川奈津稀

北島虎太郎

西川　昭平

矢野　翔也

山門高等学校

甲南高等学校

日南高等学校

八重山商工高等学校

佐賀工業高等学校

菊池高等学校

宮崎西高等学校

093124

114219

114116

104222

094208

095111

116122

氏　名

４

２

２

３

４

４

２

情報
ネットワーク
工学科

建築・設備工学科

環境共生工学科

教育創造工学科

出身高校学　科
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第
37
回
愁
華
祭（
学
園
祭
）

を
開
催

第
37
回
愁
華
祭（
学
園
祭
）

を
開
催

第
21
回 

久
留
米
工
業
大
学
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会

第
21
回 

久
留
米
工
業
大
学
旗

争
奪
少
年
野
球
大
会

　

１０
月
２０
日
（
土
）
２１
日
（
日
）
の
２

日
間
に
わ
た
り
、
第
３７
回
愁
華
祭
（
学

園
祭
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
で
あ
る
〝
Ｌ
ｅ
ｔ‘
ｓ 

ｅ
ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！ 

Ｓ
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ａ
！
〞に
は
、

「
一
緒
に
愁
華
祭
を
楽
し
も
う
！
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
ス

テ
ー
ジ
企
画
、
あ
る
い
は
学
生
や
地
域

企
業
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
に
た
く
さ
ん

の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
掲
げ
た
も
の
で

す
。

　

今
年
は
２
日
間
延
べ
１
８
０
０
人
の

方
々
が
来
場
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
企
画
の

目
玉
で
あ
る
、
声
優
・
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の「
桃
井
は
る
こ
」ス
ペ
シ
ャ

ル
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
で
は
若
者
を
中
心

に
盛
り
上
が
り
、
熱
気
あ
る
ス
テ
ー
ジ

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
祐
誠
高
校
吹

奏
楽
部
の
演
奏
、
全
国
で
活
躍
中
の

プ
ロ
の
マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、
ラ
イ
ブ

シ
ョ
ー
、抽
選
会
の

ほ
か
、一
般
参
加
企

画
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し

ま
し
た
。更
に
学
生

食
堂
で
は
、
プ
チ

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
や
魚
国
総
本
社

に
よ
る「
ヘ
ル
ス
チ
ェ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
題
し
、健
康
機
器
を
使
用
し
て
の
簡
単

な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、結
果
に
応
じ
て
栄
養

士
が
食
生
活
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
は
、晴
天
に
も
恵
ま
れ
、ま
た
多

く
の
方
々
に
来
場
い
た
だ
き
素
晴
ら
し

い
愁
華
祭
を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

１０
月
２０
日
（
土
）
２１
日
（
日
）、
２８

日
（
日
）
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
第
２１

回
久
留
米
工
業
大
学
旗
争
奪
少
年
野
球

大
会
が
、
ジ
ャ
パ
ン
リ
ー
グ
（
日
本
硬

式
野
球
連
盟
）
加
盟
の
16
チ
ー
ム
の
参

加
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
チ
ー
ム
の
一
生
懸
命
に
ボ
ー
ル
を

追
う
ひ
た
む
き
な
姿
は
感
動
を
与
え
る

も
の
で
し
た
。

　

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

教
育
創
造
工
学
科
の
巨
海
玄
道
教
授
が
、
２

０
１
２
年
度
日
本
高
圧
力
学
会
学
会
賞
を
受
賞

し
、
１１
月
７
日
か
ら
９
日
ま
で
大
阪
大
学
に
て

開
催
さ
れ
た
第
５３
回
高
圧
討
論
会
の
中
で
授
与

式
及
び
受
賞
記
念
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

教
授
は
、
低
温
・
高
圧
・
高
磁
場
と
言
う
３

つ
の
極
限
環
境
の
も
と
で
誘
起
さ
れ
る
新
し
い

電
子
物
性
を
主
に
遷
移
金
属
・
合
金
や
希
土
類

化
合
物
に
対
し
て
の
研
究
を
長
年
行
い
、
今
回

「
複
合
極
限
下
に
お
け
る
物
性
測
定
装
置
開
発

と
そ
れ
を
用
い
た
特
異
な
電
子
状
態
を
持
つ
物

質
の
物
性
解
明
」の
研
究
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
様
々
な
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
を
受
け
、

幼
児
期
の
教
育
か
ら
高
等
教
育
に
至
る
ま
で
の

体
系
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
回
、
私
が
科
学
研
究
費
助
成
金

を
受
け
進
め
て
い
る
「
大
学
生
の
職
業
観
と
そ

の
発
達
支
援
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
そ
の
よ

う
な
背
景
の
も
と
若
年
無
業
者
の
増
加
、
新
卒

者
の
離
職
率
の
高
さ
な
ど
、
特
に
学
校
か
ら
社

会
へ
の
移
行
が
円
滑
に
行
わ
れ
て
い
な
い
現
状
を

踏
ま
え
、
若
者
が
そ
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
お
い

て
ど
の
よ
う
な
職
業
観
や
勤
労
観
を
持
っ
て
い

る
の
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
学
生
の
持
つ
職
業

観
・
勤
労
観
を
よ
り
成
熟
し
た
段
階
へ
と
発
達

を
促
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
教
育
的
働
き
か

け
が
効
果
的
な
の
か
を
検
討
す
る
予
定
で
す
。

科
学
研
究
費
助
成
金
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
責

任
を
持
ち
、
効
果
的
な
キ
ャ
リ
ア
教
育
活
動
を

実
現
す
る
た
め
の
研
究
知
見
の
蓄
積
を
目
指
す

と
と
も
に
、
学
生
の
皆
さ
ん
へ
の
教
育
活
動
へ
そ

れ
ら
を
還
元
す
べ
く
真
摯
に
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

交
通
機
械
工
学
科 

山
口
卓
也
講
師
が
、「
高

過
給
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
に
お
け
る
排
熱
回
生
の

基
礎
研
究
」
に
よ
り
、
公
益
財
団
法
人
ス
ズ
キ

財
団
の
平
成
24
年
度
科
学
技
術
研
究
助
成
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

江
藤
研
究
室
で
は
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て

得
ら
れ
た
食
品
の
味
デ
ー
タ
、
味
の
数
値
情
報

を
も
と
に
「
お
い
し
さ
」
に
つ
い
て
の
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
味
覚
セ
ン
サ
ー
は
、
人
間
の
味
覚
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
模
倣
し
て
、
酸
味
・
苦
味
・
甘
味
・

塩
味
・
う
ま
味
の
味
物
質
を
特
異
的
に
ピ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
食
品
の
味
の
質
と
強
さ
を
表
現
す
る

こ
と
の
で
き
る
装
置
で
す
。
こ
れ
は
味
の
数
値
化

に
よ
っ
て
、「
味
を
目
で
見
る
」
時
代
に
な
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

本
研
究
室
で
は
、
味
覚
セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て

得
ら
れ
た
味
の
数
値
情
報
を
使
い
、
ま
た
そ
の

ほ
か
の
要
素
（
香
り
、
触
感
、
見
た
目
な
ど
）

情
報
と
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
「
お
い

し
い
」
を
客
観
的
に
定
量
的
に
表
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
久
留
米
地
区
の
お
い

し
い
食
品
・
食
材
の
情
報
発
信
を
協
力
・
貢
献

し
、
地
域
に
還
元
で
き
る
研
究
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
「
情
報
」
を
駆
使
し
て
、

「
お
い
し
さ
」
の
仕
組
み
・
関
係
性
を
あ
き
ら

か
に
し
て
、
お
い
し
い
研
究
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

〝
巨
海
玄
道
教
授
〞

日
本
高
圧
力
学
会
学
会
賞
授
与

〝
巨
海
玄
道
教
授
〞

日
本
高
圧
力
学
会
学
会
賞
授
与

ス
ズ
キ
財
団  

平
成
24
年
度

科
学
技
術
研
究
助
成
決
定
！

ス
ズ
キ
財
団  

平
成
24
年
度

科
学
技
術
研
究
助
成
決
定
！

江
藤
研
究
室
紹
介 

江
藤
信
一
准
教
授

江
藤
研
究
室
紹
介 

江
藤
信
一
准
教
授

平
成
24
年
度
科
学
研
究
費

助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成

　
　
　
基
金
助
成
金
）採
択

平
成
24
年
度
科
学
研
究
費

助
成
事
業（
学
術
研
究
助
成

　
　
　
基
金
助
成
金
）採
択

大
川
カ
ー
ジ
ナ
ル
ス

優
　
勝

準
優
勝

立
花
ド
リ
ー
ム
ス

（
初
優
勝
）

堀 

准
教
授
の
コ
メ
ン
ト

研 究 室 ニ ュ ー ス研 究 室 ニ ュ ー ス

基
盤
研
究
（
C
）　

2
件

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
学
科

若
手
研
究
（
B
）　

1
件　
　
　

建
築
・
設
備
工
学
科　

大
森 

洋
子
教
授

小
田 

ま
り
子
准
教
授

共
通
教
育
科　

堀　

憲
一
郎
准
教
授
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12
月
11
日（
火
）か
ら
1
月
10
日

（
木
）ま
で
J
R
久
留
米
駅
２
階
の

改
札
口
周
辺
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、久

留
米
工
業
大
学
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

カ
ー
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
し
た
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

カ
ー
は
、
本
学
の
学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
製
作

し
、
９
月
３
日
（
月
）
か
ら
７
日

（
金
）
の
５
日
間
に
亘
り
、
静
岡

県
小
笠
山
運
動
公
園
「
エ
コ
パ
」
に

て
開
催
さ
れ
た
「
全
国
学
生
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
大
会
」
に
出
場
し
た
も
の
で

す
。
本
大
会
で
は
、
本
選
に
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
全
82
チ
ー
ム
中
26
位
の

成
績
で
、「
日
本
技
術
会
会
長
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
が
、
も
の
づ
く
り
の

知
識
を
集
結
し
、
青
春
の
全
て
を

か
け
て
制
作
し
た〝
1
台
の
フ
ォ
ー

ミ
ュ
ラ
カ
ー
〞
は
、
J
R
を
利
用

す
る
人
々
の
多
く
の
視
線
を
集

め
、
賞
賛
の
声
を
受
け
ま
し
た
。

区　分 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表
1月7日（月）～１月18日（金）

1月7日（月）～１月28日（月）

2月18日（月）～3月6日（水）

3月13日（水）～3月19日（火）

1月7日（月）～2月6日（水）

2月18日（月）～3月5日（火）

3月12日（火）～3月19日（火）

1月23日（水）

2月2日（土）学外試験場
2月3日（日）本学のみ

3月8日（金）

3月22日（金）

　　　後日通知

　　　後日通知

1月25日（金）

2月15日（金）

3月13日（水）

3月23日（土）

2月15日（金）

3月11日（月）

3月23日（土）

   後日通知

   後日通知

後期推薦入試

前期一般入試

中期一般入試
後期一般入試
センター利用前期入試※

センター利用中期入試※

センター利用後期入試※

ＡＯ入試
編入学入試

平成25年度  入試日程平成25年度  入試日程
工学部

区　分 出　願　期　間 試　験　日 合 格 発 表
3月6日（水）

2月22日（金）

適宜実施

3月13日（水）

3月１日（金）

   後日通知

後期推薦入試
一般入試
ＡＯ入試

大学院

2月18日（月）～3月1日（金）

2月1日（金）～2月15日（金）

6月1日（金）～3月22日（金）まで随時

9月3日（月）～3月22日（金）まで随時

6月1日（金）～3月22日（金）まで随時

※本学独自の試験は実施しません

平成24年度学位記授与式のご案内・・・平成25年3月19日（火）に挙行いたします。

平成 2 5年度  学年暦平成 2 5年度  学年暦
前期
在学生履修指導 
入学式及び新入生オリエンテーション
新入生オリエンテーション及び履修指導
前期授業開始
開学記念日・休業日
月曜日の授業を実施
前期補講日
オープンキャンパス
月曜日の授業を実施
前期授業終了
前期末試験
夏季休業日

後期
後期授業開始
月曜日の授業を実施
大学祭
月曜日の授業を実施
冬季休業日
月曜日の授業を実施
休講（センター試験準備）
後期授業終了
後期補講日
学年末試験
学位記授与式

前期
在学生履修指導
入学式
新入生オリエンテーション及び履修指導
前期授業開始
開学記念日・休業日
月曜日の授業を実施
月曜日の授業を実施
前期授業終了
前期末試験
夏季休業日
〈一級課程〉前期授業終了
〈一級課程〉前期末試験
〈一級課程〉夏季休業日

後期
後期授業開始
月曜日の授業を実施
大学祭
月曜日の授業を実施
冬季休業日
月曜日の授業を実施
休講（センター試験準備）
後期授業終了
学年末試験
 〈一級課程〉月曜日の授業を実施 後期授業終了
〈一級課程〉学年末試験
学位記授与式

　4/　3（水）
　4/　5（金）
　4/　6（土）、8（月）
　4/　9（火）
　4/23（火）
　5/　1（水）
　7/25（木）
　7/29（月）
　7/30（火）～8/　2（金）
　8/　3（土）～9/23（月）
　8/　5（月）
　8/　6（火）～8/　8（木）
　8/　9（金）～9/23（月）

　
　9/24（火）
10/15（火）
10/19（土）～20（日）
11/　6（水）
12/25（水）～1/　7（火）
　1/16（木）
　1/17（金）
　1/27（月）
　1/30（木）～2/　4（火）
　2/　4（火）
　2/　5（水）～2/　7（金）
　3/20（木）

大
　
学
　
院

工
　
学
　
部

　4/　2（火）、3（水）
　4/　5（金）
　4/　6（土）、8（月）
　4/　9（火）
　4/23（火）
　5/　1（水）
　6/29（土）・7/　6（土）
　7/20（土）・8/10（土）・24（土）
　7/25（木）
　7/29（月）
　7/30（火）～8/　6（火）
　8/　7（水）～9/23（月）

　9/24（火）
10/15（火）
10/19（土）～20（日）
11/　6（水）
12/25（水）～1/　7（火）
　1/16（木）
　1/17（金）
　1/27（月）
　1/28（火）、29（水）
　1/30（木）～2/　7（金）
　3/20（木）

J
R
久
留
米
駅
に

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
を
展
示
！

J
R
久
留
米
駅
に

学
生
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ
カ
ー
を
展
示
！
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